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先
日
、
マ
カ
オ
で
カ

ジ
ノ
を
運
営
す
る
香
港

の
大
手
Ｉ
Ｒ
事
業
者
が
、

北
九
州
市
の
Ｊ
Ｒ
小
倉

駅
北
側
の
エ
リ
ア
に
関

心
を
示
し
て
い
る
と
の
新
聞
記
事
を

み
た
◆
今
年
の
夏
に
関
係
者
が
来
日

し
、
市
幹
部
と
と
も
に
現
地
を
視
察
。

市
は
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
慎
重
な
姿
勢
だ
が
、

地
元
財
界
の
一
部
は
経
済
活
性
化
の

切
り
札
と
し
て
誘
致
推
進
を
強
く
求

め
て
い
る
声
も
あ
る
と
書
か
れ
て
あ
っ

た
◆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
地
域
活
性
化
な

ん
て
考
え
な
い
で
、
も
っ
と
違
う
形

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
是
非
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
（
青
子
）

　

市
職
労
は
、
8
月
16
日
、
当
局
に
対
し
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
斉

取
得
に
関
す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
強

制
的
に
取
得
さ
せ
な
い
、
取
得
し
な
い
職
員
に
は
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
取
得
は
強
制
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
間

も
な
く
4
年
目
を
迎
え
ま
す
。
総
務

省
は
、「
地
方
公
務
員
等
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
斉
取
得
の
推
進

に
つ
い
て
（
依
頼
）」
を
各
自
治
体

と
各
共
済
組
合
に
通
知
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
数
回
に
わ
た
り
、
一
人
一

人
の
職
員
の
申
請
・
取
得
状
況
を
調

査
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
市
も
、

８
月
５
日
に
各
局
・
区
・
室
総
務
担

当
課
長
宛
て
に
「
市
職
員
に
対
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進

及
び
取
得
状
況
の
調
査
に
つ
い
て

（
お
願
い
）」
の
文
章
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
取
得
し
て
い
な
い
職

員
に
対
し
、
取
得
状
況
の
確
認
や
、

取
得
依
頼
が
所
属
長
を
通
じ
て
何
回

も
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

総
務
省
は
「
通
知
は
、
あ
く
ま
で
勧

奨
で
あ
り
、
強
制
す
る
意
図
は
な
い
。

法
律
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申
請

義
務
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
、
カ
ー
ド
取
得
の
事
実
上

強
制
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

　

９
月
３
日
に
開
催
し
た
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
の
資
料
を
見

る
と
、「
地
方
公
務
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
推
進
に
つ
い
て
」

に
お
い
て

「
令
和
３
年
３
月
か
ら
本
格
運
用
さ
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

本
年
度
内
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
一
斉
取
得
を
推
進
す
る
。」

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
斉
取
得

推
進
に
つ
い
て
組
合
員
等
へ
広
く
周

知
す
る
た
め
、
書
面
媒
体
・
共
済
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
・
医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
併
せ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
案
内
の

封
入
な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的

に
実
施
」

「
令
和
２
年
４
月
以
降
の
新
規
採
用
職

員
に
つ
い
て
、
採
用
時
に
は
す
べ
て

の
職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
済
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

採
用
時
点
よ
り
前
の
段
階
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
勧
奨
」

な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
制

で
は
な
い
の
に
こ
こ
ま
で
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
労
連
も
要
請

　

自
治
労
連
本
部
は
、
７
月
18
日
に

全
国
市
町
村
共
済
組
合
連
合
会
に
対

し
、
各
市
町
村
共
済
な
ど
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
斉
取
得
を
「
推

奨
」
し
て
い
る
問
題
や
、
共
済
組
合

の
所
有
す
る
個
人
情
報
を
本
人
の
同

意
な
し
に
カ
ー
ド
申
請
書
の
作
成
に

流
用
し
て
い
る
問
題
に
対
し
要
請
、

７
月
21
日
に
は
、
総
務
省
に
対
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
斉
取
得

を
共
済
組
合
や
自
治
体
に
強
要
し
て

い
る
こ
と
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
個
人
の
自
由

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
個
人
の
自
由

強
制
し
な
い
！　

不
利
益
な
取
り
扱
い
を
さ
せ
な
い
！



家族でつくろう！

学校給食の人気レシピ

別
府

湯
め
ぐ
り

湯
め
ぐ
り

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道道

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道

名
人
へ
の
道

　

別
府
駅
東
口
か
ら
徒
歩
10
分
。

古
い
建
物
が
並
ぶ
商
店
街
の
中
に
、

新
し
い
建
物
の
温
泉
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
名
は
区
営
温
泉
「
梅
園

温
泉
」。

　

１
９
１
６
年
創
業
で
、
地
元
の

人
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
て
き
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
４
月
の

熊
本
大
分
地
震
で
被
災
し
、
取
り

壊
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
や

愛
好
家
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り

18
年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

 
 

足
湯
も
あ
り
ま
す

　

建
物
は
、
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
を

壊
さ
ぬ
よ
う
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
、
高
齢
者
や
車

い
す
の
人
も
利
用
で
き
る
よ
う
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
て
い
ま

す
。
浴
室

の
壁
面
に

は
、梅
の
花

を
イ
メ
ー

ジ
し
た
絵

柄
の
小
皿

や
富
士
山

の
絵
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
に

は
無
か
っ
た
足
湯
も
併
設
し
観
光

客
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
工

夫
し
た
と
の
事
で
す
。

　

泉
質
は
単
純
温
泉
。
温
度
は
42

℃
で
適
温
。
別
府
で
は
数
少
な
い

飲
料
可
能
な
泉
質
。
是
非
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

気軽に立ち寄れる足湯

住　

所　

別
府
市
元
町
５
４
１
ー
３

料　

金　

一
般
３
０
０
円

時　

間　

11
時
〜
23
時

駐
車
場　

な
し　

近
隣
の
Ⓟ
へ

梅
園
温
泉
の
ご
紹
介

明るくとてもきれいな浴室です ②

梅園温
泉

（うめぞ
のおんせ

ん）

　

８
月
24
日
（
土
）
調
理
員
部
会

は
消
団
連
と
共
催
で
、「
第
13
回

家
族
で
つ
く
ろ
う
！
学
校
給
食
の

人
気
レ
シ
ピ
」
を
、
八
幡
西
区
の

西
部
ガ
ス
八
幡
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

て
開
催
し
、
子
ど
も
11
名
を
含
む

25
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
考
案
の
メ
ニ
ュ
ー

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
学
校
給

食
献
立
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

て
、
中
学
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
が

考
案
し
、
栄
養
士
特
別
賞
を
受
賞

し
た
味
噌
が
隠
し
味
の
「
ベ
ー
コ

ン
入
り
豆
乳
ス
ー
プ
」
と
、
骨
取

り
さ
ば
を
使
用
し
た「
さ
ば
の
オ
ー

ロ
ラ
ソ
ー
ス
」「
き
ゅ
う
り
と
コ
ー

ン
の
中
華
和
え
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
校
給

食
監
理
士
の
指
導

で
手
洗
い
か
ら
始

ま
り
、
野
菜
を
包

丁
を
使
っ
て
切
っ

た
り
、
使
い
慣
れ

な
い
お
ろ
し
が
ね

で
、
に
ん
じ
ん
を

す
り
お
ろ
し
た
り

し
ま
し
た
。
初
め

て
調
理
器
具
を
使

う
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
し
た
が
、
頑

張
っ
て
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
終
始
活
気
が
あ
り
、

楽
し
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。

　

き
ら
い
な
物
も
食
べ
れ
た
よ
！

　

料
理
が
出
来
上
が
る
と
、
上
手

に
器
に
取
り
分
け
、
5
年
生
の
2

人
の
女
の
子
が
前
に
出
て
「
い
た

だ
き
ま
す
！
」
と
み
ん
な
で
合
掌

し
試
食
！
少
し
経
つ
と
「
さ
ば
の

オ
ー
ロ
ラ
ソ
ー
ス
」
の
お
か
わ
り

の
声
が
。
そ
こ
で
は
同
時
に
「
家

で
も
お
さ
か
な
食
べ
て
ね
。
こ
う

い
う
感
じ
で
作
る
と
食
べ
る
の
か

な
⁉
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
声
も

…
。
そ
し
て
学
校
給
食
監
理
士
か

ら
は
、
自
己
紹
介
と
あ
わ
せ
て
、

北
九
州
市
で
の
学
校
給
食
の
民
間夏休みの楽しい思い出になりました

かわいい手で〝すりすり〟

家族でつくろう！家族でつくろう！

学校給食の人気レシピ学校給食の人気レシピ

委
託
に

伴
う
給

食
調
理

の
実
情

な
ど
話

し
ま
し

た
。

　

子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「（
ベ
ー
コ
ン
入

り
豆
乳
）
ス
ー
プ
を
家
で
も
作
り

た
い
（
お
手
伝
い
を
す
る
）」「
作

る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
や
「
デ
ザ
ー
ト
に
り

ん
ご
が
ほ
し
い
」「
お
肉
が
い
っ

ぱ
い
出
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
学

校
給
食
へ
の
要
望
、
ま
た
感
想
文

か
ら
は
「
き
ら
い
な
コ
ー
ン
が

入
っ
た
ス
ー
プ
が
お
い
し
く
食
べ

れ
ま
し
た
。」
と
い
う
の
も
あ
り
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
で
好
き

嫌
い
も
克
服
で
き
そ
う
で
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
調
理
員
さ
ん

の
お
話
が
聞
け
て
、
知
ら
な
い
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
調
理
員
さ
ん
が
親
し
く
教
え
て

く
だ
さ
り
、
娘
は
楽
し
か
っ
た
そ

う
で
す
。」
と
い
っ
た
感
想
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通

じ
て
、
食
育
と
し
て
の
学
校
給
食

の
大
切
さ
を
、
子
ど
も
や
保
護
者

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調 理 員 部 会



　

９条の会９条の会

お
知
ら
せ

―
９
月
―

●
21
日
（
土
）
13
時
15
分
～

　
【
市
民
の
会
第
11
回
市
民
講
座
】

「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
学

習
会
」
戸
畑
け
ん
わ
病
院　
５
階

●
21
日
（
土
）
９
時
～

　
【
野
球
大
会
九
州
予
選
】
長
崎

●
29
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　
【
福
岡
自
治
労
連
定
期
大
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

―
10
月
―

●
６
日
（
日
）
10
時
～
15
時
半

　
【
第
61
回
福
岡
県
母
親
大
会
】

記
念
講
演
「
憲
法
を
活
か
す
世

界
の
人
々
ー
政
治
を
変
え
る
の
は

私
た
ち
」
講
師　
伊
藤
千
尋
さ
ん

　

春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

●
9
日
（
水
）
18
時
15
分
～

　
【
一
般
評
議
会
定
期
大
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
18
日
（
金
）
18
時
15
分
～

　
【
女
性
部
定
期
大
会
】

　
　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

約
40
年
間
、
女
性
部
で
取
り
組

ん
で
き
た
６
・
９
行
動
で
す
が
、

よ
り
運
動
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
は
市
職
労
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
◆
９
月
は
９

日
（
月
）
の
夕
方
、
書
記
長
も
参

加
し
、
小
倉
の
鴎
外
橋
で
行
い
ま

し
た
。
行
動
を
始
め
る
と
、
高
校

生
ら
し
い
男
子
３
人
が
早
速
署
名

し
て
く
れ
、
仕
事
の
疲
れ
も
ふ
っ

と
び
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。「
平

和
な
日
本
を
平
和
な
ま
ま
子
ど
も

た
ち
に
渡
し
た
い
、
平
和
憲
法
を

守
り
た
い
、
そ
し
て
自
治
体
職
員

は
二
度
と
赤
紙
を
配
ら
な
い
。
そ

う
い
う
思
い
で
毎
月
平
和
の
た
め

の
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」

と
訴
え
ま
し
た
。
来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
に
向
け
て
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
広
ま
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。
10
月

は
9
日
（
水
）
戸
畑
駅
前
で
す
。

これだけは知って
労働組合の役割 ⑤

連 載
　
地
域
と
の
連
携
、
市
民
と
の
共
闘

　

こ
れ
ま
で
労
働
組
合
の
役
割
を

連
載
し
て
き
ま
し
た
。
賃
金
や
労

働
時
間
短
縮
、
く
ら
し
や
す
い
街

づ
く
り
の
実
現
た
め
の
政
治
闘
争

の
必
要
性
な
ど
記
述
し
ま
し
た
。

　

公
務
員
で
あ
る
以
上
、
要
求
実

現
の
カ
ギ
は
、
地
域
に
出
て
社
会

や
政
治
に
訴
え
て
市
民
と
共
に

「
す
べ
て
の
労
働
者
・
市
民
の
生

活
改
善
に
は
賃
上
げ
が
必
要
」
と

い
う
世
論
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
憲
法
を
守
り
、
市
民
生
活
を
守
る

　

今
の
政
治
は
、
大
企
業
の
大
儲

け
を
応
援
し
た
り
、
軍
事
費
を
ど

ん
ど
ん
増
や
し
た
り
、
消
費
税
引

き
上
げ
で
増
税
を
は
か
っ
た
り
労

働
法
の
規
制
緩
和
で
長
時
間
労
働

を
助
長
し
た
り
、
低
賃
金
・
不
安

定
雇
用
の
非
正
規
労
働
者
を
増
や

し
た
り
と
、
国
民
の
声
を
聞
か
ず

に
国
民
犠
牲
で
経
済
を
成
り
立
た

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
憲
法
改
悪
で
一
気
に
進

め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
安
倍
政
権

の
狙
い
で
す
。
こ
の
狙
い
を
阻
む

た
め
に
も
市
民
と
の
共
同
の
闘
い

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
運
動
は
地
方
自
治
の

　
　
　
　
　

担
い
手
を
育
て
る

　

近
江
八
幡
市
の
住
民
運
動
を
自

治
労
連
近
江
八
幡
職
員
組
合
は「
市

民
が
考
え
る
庁
舎
の
会
」
の
一
員

と
し
て
、「
95
億
円
庁
舎
建
設
」
の

署
名
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

庁
舎
建
設
を
進
め
る
市
長
は
、

「
株
式
会
社
八
幡
市
」
の
考
え
の

下
、
大
型
公
共
事
業
を
進
め
、
同

時
に
福
祉
教
育
を
削
り
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
庁
舎
問
題
で
の
組
合

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
の
声
に
、

「
庁
舎
建
設
は
住
民
と
の
合
意
を

得
る
こ
と
」
を
求
め
交
渉
し
、
地

域
に
出
て
署
名
活
動
も
取
り
組
み

昨
年
４
月
の
市
長
選
挙
で
、
自
民
・

公
明
・
維
新
推
薦
の
現
職
を
破
り
、

「
市
民
が
考
え
る
庁
舎
の
会
」
の

小
西
代
表
が
当
選
し
、
庁
舎
建
設

に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
学
童
保

育
改
善
や
子
育
て
の
医
療
費
無
料

化
提
案
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
職
労
も
市
民
の
声
を

市
政
に
活
か
す
た
め
運
動
し
て
い

ま
す
。

　

8
月
25
日
〜
27
日
に
東
京
都
で

開
催
さ
れ
、
北
九
市
職
労
か
ら
は

事
前
会
議
を
含
む
16
名
が
参
加
し
、

２
０
１
９
年
度
運
動
方
針
（
案
）

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
議
案
が
採

択
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
定
期
大
会
で
、
市
職
労
組

織
強
化
担
当
の
三
崎
英
二
さ
ん
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
っ
て

寄
付
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
前

田
書
記
長
が
代
理
で
猿
橋
中
央
執

行
委
員
長
に
贈
呈
し
、
岩
手
自
治

労
連
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
の
定
期
大
会
は
8

月
23
日
〜
25
日
の
日
程
で
北
九
州

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

第４１回

来年の開催地挨拶をする
福岡自治労連礒田委員長

自治労連定期大会

北
九
市
職
労
定
期
大
会

●
日
時　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）

     　
　
　
９
時
30
分　

開
始　

●
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

地
下
中
ホ
ー
ル

第150回



　

残
暑
も
彼
岸
過
ぎ
ま
で
？
文

化
芸
術
の
秋
到
来
で
す
！
今
年

も
い
っ
ぱ
い
感
動
し
よ
う
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

シ
ネ
コ
ン
の
ア
ニ
メ
も
順
次
終

了
、
観
た
い
映
画
が
続
々
公
開
中
。

イ
チ
オ
シ
は
、
中
国
の
巨
匠
チ
ャ

ン
・
イ
ー
モ
ウ
の
新
作
「
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｗ　

影
武
者
」。「
三
国
志
」

の
〈
荊
州
争
奪
戦
〉
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
武
侠

ア
ク
シ
ョ
ン
で
、〝
鋼
鉄
の
傘
〞

の
武
器
で
闘
う
場
面
は
壮
絶
。
水

墨
画
調
の
映
像
美
と
音
楽
に
惹
き

込
ま
れ
る
圧
巻
の
約
２
時
間
！
小

倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
と
下
関
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
ネ
マ
に
て
上
映
中
。

　
〝
樹
木
希
林
の
遺
作
に
し
て
世

界
デ
ビ
ュ
ー
作
〞
と
宣
伝
コ
ピ
ー

の
「
命
み
じ
か
し
、
恋
せ
よ
乙
女
」

は
、
目
下
戸
畑
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
の

み
で
上
映
中
。
ド
イ
ツ
の
ド
リ
ス
・

デ
リ
エ
監
督
は
日
本
好
き
？
題
名

の
歌
が
意
味
あ
り
げ
に
度
々
登
場

し
、
テ
ー
マ
は
死
と
生
？
あ
く
ま

で
自
然
体
の
希
林
さ
ん
と
時
々
挟

ま
る
シ
ョ
ッ
ト
映
像
と
音
楽
を
観

て
聴
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

　

香
取
慎
吾
or
白
石
和
彌
監
督
フ
ァ

ン
な
ら
「
凪
待
ち
」、
小
栗
旬
or

蜷
川
実
花
監
督
フ
ァ
ン
に
は
「
人

間
失
格
」、
犬
好
き
に
は
「
僕
の

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」、

喜
劇
は
三
谷
幸
喜
の
「
記
憶
に

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」、
感
動
を
求
め

る
な
ら
「
ホ
テ
ル
・
ム
ン
バ
イ
」

（
27
日
か
ら
シ
ネ
プ
レ
の
み
）。

　

小
倉
昭
和
館
は
創
業
80
周
年
で

イ
ベ
ン
ト
満
載
！
私
は
23
日
の

「
カ
ツ
ベ
ン
付
！
活
動
写
真
上
映

会
」
に
行
く
予
定
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

等
で
ど
う
ぞ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
17
年
の
日
本
映
画
「
志
乃

ち
ゃ
ん
は
自
分
の
名
前
が
言
え
な

い
」。
傷
だ
ら
け

で
眩
し
い
十
代

の
青
春
映
画
。

原
作
は
押
見
修

造
が
自
身
の
体

験
を
基
に
描
い
た
コ
ミ
ッ
ク
漫
画

で
、
監
督
は
長
編
デ
ビ
ュ
ー
の
湯
浅

弘
章
。
南
沙
良
、蒔
田
彩
珠
ら
の
瑞
々

し
い
映
像
が
み
ど
こ
ろ
！

22
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

23
日
（
月
・
祝
）
19
時

　
　
　
　
　

 　
　

小
倉
昭
和
館
１

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
中
世
編

中
世
編  

⑤⑤

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

門
司
八
幡
宮
（
甲
宗
八
幡
社
）

宮
司
大
神
氏
が
門
司
関
領
の
領
田

経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、

蒙
古
襲
来
の
二
年
前
に
作
成
さ
れ

た
「
門
司
関
六
ヶ
郷
図
田
帳
」
の

作
成
者
と
し
て
大
神
氏
の
名
が
あ

る
こ
と
で
分
り
ま
す
。
門
司
関
の

公
文
（
公
事
や
租
税
を
取
り
扱
う
）

職
を
大
神
氏
が
代
々
務
め
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
門
司
関
に
下
向

し
て
き
た
下
総
前
司
親
房
も
大
神

氏
と
協
力
関
係
を
結
び
、
門
司
八

幡
宮
の
御
神
役
を
引
き
受
け
た
と

み
え
ま
す
。
親
房
が
門
司
関
に
下

向
後
、
門
司
城
（
門
司
関
山
城
）

を
本
城
と
し
て
五
支
城
（
足
立
城
・

若
王
子
城-

吉
志
城
・
金
山
城
・

三
角
山
城
）
を
築
い
て
門
司
関
領

の
守
り
を
固
め
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
親
房
は
門
司
関
領
を
固

め
る
と
と
も
に
関
門
海
峡
の
警
固

の
た
め
、
門
司
（
関
）
水
軍
を
整

備
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
蒙

古
襲
来
時
に
は
下
総
親
光
（
親
房

の
子
）
の
代
で
し
た
が
、
門
司
水

軍
を
率
い
て
関
門
海
峡
の
守
り
を

固
め
た
と
み
え
ま
す
。
親
光
に
は

陸
奥
国
会
津
郡
上
荒
田
村
の
地
を

恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
房
が
門
司
関
に
着
任
以
来
、
下

総
（
門
司
）
氏
が
門
司
関
領
を
本

拠
に
し
て
中
世
の
時
代
を
駆
け
抜

け
て
い
き
ま
し
た
。　
　

　

１
３
３
３
年
鎌
倉
幕
府
（
北
条

氏
）
滅
亡
。
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る

親
政
（
建
武
の
新
政
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
門
司
関
は
倒
幕
の
恩
賞
と

し
て
足
利
尊
氏
に
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
下
総
（
門
司
）
氏
も
尊
氏
の

下
で
門
司
関
の
運
営
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
門
司

関
六
郷
（
北
方
三
郷
南
方
三
郷
）

は
そ
れ
ぞ
れ
下
総
（
門
司
）
氏
一

族
の
者
に
分
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

吉
志
郷
を
分
与
さ
れ
た
下
総
親
胤

（
ち
か
た
ね
）
は
京
都
の
尊
氏
の

も
と
に
出
仕
し
た
書
状
や
朝
廷
か

ら
「
修
理
亮
」
の
宣
旨
を
受
け
た

書
状
が
あ
り
、
中
央
政
権
と
の
関

係
を
深
め
て
い
ま
す
。（
終
）

　

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
は
今

月
号
で
一
度
終
了
い
た
し
ま
す
。

古
代
編
・
中
世
編
と
14
号
に
渡

り
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
何
時
か
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。（
銭
谷
）

　

８
月
25
日
（
日
）
に
、
静
岡
で

の
日
本
母
親
大
会
の
二
日
目
の
全

体
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講

演
「
ビ
キ
ニ
被
災
か
ら
65
年

－

核

兵
器
の
な
い
平
和
な
未
来
を
」
も

一
瞬
も
睡
魔
に
襲
わ
れ
る
こ
と
な

く
聞
き
入
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市

職
労
女
性
部
も
、
毎
月
の
６
・９
行

動
に
約
40
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
２
０
２
０
年
に
は
核
兵

器
禁
止
条
約
を
実
行
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
…
こ
ん
な
日
が
目
前
に

迫
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
ま

た
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

久
保
山
す
ず
さ
ん
の
朗
読
劇
を

は
じ
め
、
舞
台
に
次
々
に
出
て
く

る
、
頑
張
っ
て
い
る
女
性
た
ち
の

姿
に
、
や
っ
ぱ
り
女
性
の
パ
ワ
ー

は
凄
い
、
集
ま
れ
ば
社
会
を
変
え

る
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

で
社
会
を
変
え
る

で
社
会
を
変
え
る

女
性
の
パ
ワ
ー

女
性
の
パ
ワ
ー


